
JP 2014-500142 A5 2015.1.22

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公表番号】特表2014-500142(P2014-500142A)
【公表日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-001
【出願番号】特願2013-541322(P2013-541322)
【国際特許分類】
   Ｂ０３Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｂ０９Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０９Ｂ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０３Ｃ   1/00    　　　Ｂ
   Ｃ２２Ｂ   1/00    ６０１　
   Ｂ０９Ｂ   3/00    ＺＡＢＺ
   Ｂ０９Ｂ   3/00    ３０４Ａ
   Ｂ０９Ｂ   5/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年11月26日(2014.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも次の工程：
（Ａ）スラグを粉砕して粒子を得る工程、
（Ｂ）適宜、工程（Ａ）の研磨したスラグと少なくとも１つの磁気粒子及び／又は少なく
とも１つの表面改質物質とを、適宜少なくとも１つの分散剤の存在下で接触させて、磁気
及び／又は疎水性相互作用によって少なくとも１つの金属及び少なくとも１つの磁気粒子
の凝集物の形成をもたらす工程、
（Ｃ）適宜、少なくとも１つの分散剤を工程（Ａ）又は（Ｂ）において得られた混合物に
添加して、適した濃度を有する分散液を得る工程、並びに
（Ｄ）磁場の適用によって、工程（Ａ）の混合物から粒子を、又は工程（Ｂ）もしくは（
Ｃ）の混合物から凝集物を分離する工程
を含む、少なくとも１つの金属及び他の成分を含むスラグから、Ａｇ、Ａｕ、Ｐｔ、Ｐｄ
、Ｒｈ、Ｒｕ、Ｉｒ、Ｏｓ、Ｃｕ、Ｍｏ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ｚｎ、Ｐｂ、Ｔｅ、Ｓｎ、Ｈｇ、
Ｒｅ、Ｖ及びそれらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの金属を分離する
ための方法。
【請求項２】
　前記工程（Ｄ）の後に、次の工程（Ｅ）：
（Ｅ）さらに、製錬、抽出及び／又は湿式化学精製によって工程（Ｄ）からの粒子又は凝
集物を処理する工程
を実施する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記工程（Ｄ）の後に、次の工程（Ｆ）：
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（Ｆ）工程（Ｄ）からの凝集物を開裂し、そして適宜、製錬、抽出及び／又は湿式化学精
製によって少なくとも１つの金属を処理する工程
を実施する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記工程（Ａ）中に導入されるスラグが、人工的に製造されたスラグである、請求項１
から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記スラグが、ＳｉＯ2、ＣａＯ、Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、Ｐ2Ｏ3、ＺｒＯ2、Ｆｅ2Ｏ3、Ｆ
ｅ3Ｏ4、ＣｅＯ2、Ｃｒ2Ｏ3、それらの複合酸化物マトリックス及び混合物からなる群か
ら選択される少なくとも１つの化合物を含む、請求項１から４までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項６】
　前記工程（Ｂ）を実施する場合に、前記少なくとも１つの磁気粒子を、工程（Ｂ）にお
いて、分離されるべきスラグに関して０．１～３質量％の量で添加する、請求項１から５
までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの金属が、分離されるべきスラグ１ｔあたり０．０１～１０００ｇ
の量でスラグ中に存在する、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの磁気粒子が、鉄含有化合物である、請求項１から７までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記工程（Ａ）の後に
（Ａ１）少なくとも１つの分散剤を、工程（Ａ）において得られた混合物に添加して、適
した濃度を有する分散液を得る工程
を含む工程（Ａ１）を実施する、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　スラグの分離のための少なくとも１つの磁気粒子の使用方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの磁気粒子が、鉄又は酸化鉄を含む、請求項１０に記載の方法。
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